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本
校
は
、
昭
和
三
十
七
年
に
野
口
・
長
倉

中
学
校
を
、
翌
年
伊
勢
畑
中
学
校
を
統
合
し

て
で
き
た
高
台
に
あ
る
学
校
で
す
。
校
地
南

側
に
は
、
那
珂
川
が
流
れ
、
そ
の
南
側
と
北

側
に
は
山
々
が
連
な
り
風
光
明
媚
な
と
こ
ろ

で
す
。
学
区
西
側
は
、
栃
木
県
茂
木
町
と
隣

接
し
て
お
り
、
卒
業
生
の
中
に
は
、
栃
木
県

立
茂
木
高
等
学
校
へ
通
学
し
て
い
る
生
徒
も

い
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
主
体
的
に
活
動
す
る
生
徒
を

育
成
す
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
た
教
育
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
活
動
に
お
い
て
は
、
少

人
数
指
導
や
習
熟
度
別
学
習
な
ど
多
様
な
学

習
形
態
で
の
活
動
、
学
習
習
慣
確
立
の
た
め

の
五
点
ア
ッ
プ
プ
リ
ン
ト
の
実
施
、
自
主
的

な
活
動
を
休
ま
ず
に
続
け
る
一
人
一
役
運
動

等
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
��
	
�


�
�

　

本
校
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、「
自

主
・
自
立
を
高
め
る
」
た
め
の
奉
仕
的
活
動

と
し
て
、
一
人
一
役
運
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
生
徒
会
活
動
の
一
環
と
し

て
、
生
徒
一
人
一
人
が
『
学
校
生
活
を
よ
り

良
く
す
る
』
た
め
に
ど
の
よ
う
な
活
動
が
あ

る
か
考
え
実
践
し
て
い
る
も
の
で
す
。
具
体

的
に
は
、
登
校
坂
や
校
庭
の
清
掃
、
昇
降
口

の
清
掃
、
窓
ふ
き
な
ど
で
す
。
生
徒
も
教
師

も
一
緒
に
な
っ
て
、
学
校
を
き
れ
い
に
し
よ

う
と
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
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放
課
後
の
部
活
動
前
に
、
全
校
生
徒
で
十

二
分
間
走
を
行
っ
て
い
ま
す
。
校
庭
外
周
を

が
自
筆
で
手
紙
を
書
い
て
、
ひ
ま
わ
り
会
の

活
動
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
行

わ
れ
る
体
育
祭
に
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
方
々
を

招
待
し
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
全
員
と
生
徒
代
表

者
に
よ
る
種
目
「
ゆ
っ
く
り
あ
せ
ら
ず
」
も

実
施
し
て
い
ま
す
。
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小
瀬
高
等
学
校
と
の
中
高
一
貫
教
育
の
研

究
推
進
校
と
し
て
、
中
高
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
指
導
の
在
り
方
に
つ
い
て
研
究
を
し

て
い
ま
す
。
授
業
交
流
で
は
、
数
学
科
及
び

技
術
・
家
庭
科
（
家
庭
科
）、
ス
ポ
ッ
ト
的

授
業
で
は
、
理
科
、
体
育
で
小
瀬
高
等
学
校

職
員
と
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
指
導
を
し

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
総
合
的
な
学
習
の

時
間
に
、
小
瀬
高
等
学
校
の
職
員
、
生
徒
を

講
師
と
し
て
招
聘
し
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
シ
ニ

ア
体
験
や
車
い
す
体
験
な
ど
の
学
習
も
し
て

い
ま
す
。

十
二
分
間
走
り
続
け
る
こ
と
で
、
基
礎
体
力

の
向
上
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。
坂
道
あ

り
、
階
段
あ
り
の
コ
ー
ス
で
す
の
で
、
生
徒

た
ち
に
と
っ
て
十
二
分
間
走
り
続
け
る
こ
と

は
大
変
で
す
が
、
さ
ら
な
る
走
力
ア
ッ
プ
を

目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
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地
域
の
介
護
福
祉
施
設
（
御
前
山
フ
ロ
イ

デ
ガ
ル
テ
ン
）
で
の
体
験
学
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。
活
動
内
容
は
、
施
設
介
護
体
験
で
は

車
椅
子
を
押
し
て
あ
げ
た
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
介
護
体
験
で
は
高
齢
者
と
話
を
し
た

り
、
ゲ
ー
ム
や
カ
ラ
オ
ケ
を
し
た
り
し
て
い

ま
す
。

　

御
前
山
地
域
で
は
、
高
齢
者
へ
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
「
ひ
ま
わ
り
会
」
と
い
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
月
に
２

回
、
高
齢
者
の
方
へ
お
弁
当
を
無
料
で
届
け

て
い
ま
す
が
、
生
徒
会
を
中
心
に
全
校
生
徒

生徒数：114人
(野口4088　�55－2024）
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